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ンタビユロ→横山信―参議院議員/野呂田隆史道水産林務部長/西英司道漁達副会長ほか
「新幹線、戦 油原発・・」鉢日経産相就任で縄海道はどうなる
マスコミ支持率世論調査「高価14ポイント差」を学術的に検証
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札幌医科大学医学部
耳鼻咽喉科学講座

氷見 徹夫姫
〈ひみ てつお〉
1953年 生まれの58歳。札幌医科
大学医学部卒。86年米国ベイラー
医科大学留学、96年 札医大医学
部耳鼻咽喉科学講座助教授、99
年7月 より現職。日本鼻科学会理
事。

旭川医科大学医学部
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座

原測 保田毅
〈はらぶち やすあき〉
1956年生まれの54歳。旭川医科大学医学
部卒。82年札幌医科大学耳鼻1因喉科、91
年12月ニューヨーク州立大学バッファロー

校小児科学講座Research hstructo亀 93
年7月札幌医科大学耳鼻咽喉科学講座講
師、98年 11月より現職。日本耳鼻1因喉科
免疫アレルギー学会理事、日本鼻科学会
理事、日本国腔・1因頭科学会理事など。

③
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
引

き
起
こ
す
重
要
な
因
子
で
あ
る

「粘
膜
上
皮
特
有
の
サ
イ
ト
カ

イ
ン
¨
Ｔ
Ｓ
Ｌ
Ｐ
、
Ｉ
Ｌ
３３
な

ど
」
の
分
析
と
薬
剤
評
価
系
の

確
立
を
行
い
、
新
し
い
視
点
か

ら
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
治
療

戦
略
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

近
年
、
鼻
粘
膜
の
上
皮
細
胞

は
単
な
る
機
械
的
防
御
作
用
だ

け
で
な
く
、
刺
激
の
種
類
に
応

じ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
や
自
己
免
疫

性
疾
患
な
ど
の
疾
患
の
種
類
が

形
づ
く
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

で
は
上
皮
系
細
胞
か
ら
産
生
さ

れ
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
が
誘
導
さ

れ
た
樹
状
細
胞
に
変
化
を
起
こ

し
、
鼻
の
粘
膜
自
身
に
病
気
の

「
ス
イ
ッ
チ
」
を
入
れ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
同
大
学
で
は
こ
の

サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
産
生
を
抑
制

す
る
物
質

（機
能
性
食
品
）
も

調
べ
て
い
る
。

ま
た
、
白
崎
英
明
准
教
授
を

中
心
と
し
た
鼻
づ
ま
り
を
引
き

起
こ
す
脂
質
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー

受
容
体
の
研
究
も
継
続
し
て
行

っ
て
お
り
、
特
に
新
し
い
受
容

体
の
機
能
や
治
療
と
の
関
連
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

同
大
学
で
は
３
年
前
か
ら
、

小
児
科
と
の
共
同
研
究
で
、
子

ど
も
の
重
要
な
呼
吸
器
ウ
イ
ル

ス
で
あ
り
喘
息
の
悪
化
を
引
き

起
こ
す
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

の
防
止
を
目
的
と
し
た
研
究
を

開
始
し
て
い
る
。

「Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
を

抑
制
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
の
重

症
の
ア
レ
ル
ギ
ー
、
幼
少
の
中

耳
炎
な
ど
感
染
症
の
防
止
に
繋

が
る
」
と
氷
見
教
授
は
期
待
す

′一
。こ
の
ほ
か
同
大
学
で
は
、
難

治
性
の
好
酸
球
性
疾
患

（副
鼻

腔
炎
）
の
疫
学
研
究
を
今
年
度

も
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

旭
川
医
大
耳
鼻
咽
喉
科

・
頭

頸
部
外
科
学
講
座
で
は
、
道
内

に
多
い
シ
ラ
カ
ン
バ
花
粉
症
に

対
す
る
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
療

法
の
研
究
を
継
続
し
て
行
っ
て

お
り
、
国
内
外
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。

ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
療
法
と

は
花
粉
の
構
成
す
る
蛋
自
の
う

ち
リ
ン
パ
球
と
反
応
す
る
部

分

（ペ
プ
チ
ド
）
だ
け
を
ワ
ク

チ
ン
に
し
て
投
与
す
る
治
療
法

で
、
「
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
療

法
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
根
本
治

療
と
し
て
期
待
さ
れ
、
ア
ナ
フ

ィ
ラ
キ
シ
ー
反
応
の
よ
う
な
副

作
用
を
完
全
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
原
渕
保
明
教
授
は

三山
ブ０、
た
だ
し
、
ペ
プ
チ
ド
は
患
者

が
持
っ
て
い
る
Ｈ
Ｌ
Ａ
型

（白

血
球
の
型
）
に
拘
束
さ
れ
て
い

る
の
で
、
臨
床
応
用
さ
せ
る
に

は
、
多
数
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
と
適
合

す
る
ペ
プ
チ
ド
を
利
用
す
る
必

要
が
あ
る
。
同
大
学
で
は
、
数

多
く
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
に
適
合
し
、
し

か
も
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
抑
え

る
制
御
性
Ｔ
細
胞
を
活
性
化
さ

せ
る
ベ
プ
チ
ド
を
発
見
、
研
究

を
続
け
て
い
る
。
最
近
で
は
、

ヒ
ト
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
遺
伝
子
を
持
っ

た
Ｎ
Ｏ
Ｄ
マ
ウ
ス
に
よ
る
実
験

が
進
ん
で
お
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー

ワ
ク
チ
ン
の
効
能
な
ど
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
る
。

さ
ら
に
シ
ラ
カ
ン
バ
花
粉
症

患
者
の
多
く
が
合
併
症
と
し
て

病
ん
で
い
る
口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー

症
候
群
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

る
。
国
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群

と
は
リ
ン
ゴ
や
メ
ロ
ン
な
ど
の

フ
ル
ー
ツ
類
を
食
べ
る
と
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
が
起
き
て
、
舌
や

口
唇
が
腫
れ
た
り
、
ひ
ど
く
な

る
と
気
道
閉
塞
に
よ
る
窒
息

⌒ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
・
シ
ョ

ッ
ク
）
を
き
た
す
病
気
で
あ
る
。

「シ
ラ
カ
バ
花
粉
症
患
者
に
多

い
の
で
、
注
意
が
必
要
」
と
原

渕
保
明
教
授
は
語
る
。
同
大
学

で
は
こ
れ
を
抑
制
す
る
ワ
ク
チ

ン
を
開
発
中
。

ま
た
、
今
年
４
月
２．
、
２２
日

に
は

「日
本
喉
頭
科
学
会
」
が

旭
川
市
内
で
開
催
さ
れ
、
原
渕

教
授
が
会
長
を
務
め
た
。
口
腔

ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群
に
関
す
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

盛
況
に
終
わ
っ
た
。

“


